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※１ 重点努力目標に関わる評価項目に★をつける。
※２ 各評価項目の達成度を、指標をもとに、◎（十分に達成できた）、○（概ね達成できた）、△（あまり達成できなかった）、▲（全く達成できなかった）で評価する。
※３ 各領域全体を、評価項目の達成度をもとに、Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（概ね達成できた）、Ｃ（あまり達成できなかった）、Ｄ（全く達成できなかった）で評価する。

①②
今年度は日課表等の見直しを図り、放課後の
時間を増やすことにより、働き方改革につな
がっている。定時退庁日も全職員で意識し、
守られている。校務分掌は、一人に任せっき
りにならないように、職員の意識が向上し、声
掛けがなされている。

③Ｃ4ｔｈの活用は概ね良好であるが、特定の
職員が活用できていないので、確認不足、指
示漏れがないよう声かけと習慣化を図る。

④行事見直しやＰＴＡ活動の見直しは進んで
いる。次年度も見直せるところは見直していき
たい。

⑤管理職自らが職員に対して年休を取得し
やすい雰囲気を作ることができたので、今後
も継続していく。

①②
・定時退校日の設定は、守られている。
・超過勤務者は減少している。（ゼロの
月あり）
＊「校務分掌の明確化」についての学校
評価：職員69%→100％
＊「働きやすい職場づくり」についての学
校評価：職員85％→100％
③C4thの活用については、掲示板の活
用や予定表の入力も良好である。
④学期末の各分掌の反省等で出た行
事見直しの意見について、職員会議や
運営委員会にて検討することができた。
PTAの代議員会を授業参観・学年PTA
後に開催するなど、見直しができた。
⑤健康診断は全員終了。職員の5日以
上の年休取得は達成できた。特に、長
期休業中に積極的に取得する職員が増
えた。
＊一人平均13日（4月～12月）

①毎学期の教育相談を計画通り実施し、生
徒一人一人の悩み等に寄り添うことができ
た。
＊「信頼される学校づくり」についての学校
評価96％、保護者94％
②③④迅速な情報共有を心がけ、いじめの
早期発見、早期対応に努めた。１，２学期の
いじめ件数6件で、未解決、見逃しゼロで
あった。
＊「いじめ」についての学校評価では、生徒
97％、保護者99％であった。
・運営委員会及び特別支援委員会にて、配
慮を要する生徒、保護者との連携や相談活
動に努めた。
・特別支援委員会を隔週１回実施し、要支援
生徒に関する理解と支援方法について全職
員で共有・実践することができた。
⑤毎日の個人日記を複数人で確認するとと
もに、小さな違和感があれば、管理職等に
相談の上、保護者と連携を図った。

①生徒会専門部の活動の定着もあり、
１分前には皆席について黙想を始める
など、静かに授業を始める態度の習慣
が身についている。
＊「時間を守る」についての学校評価：
生徒は97％、職員100％

②③④
・研究授業を３回以上実施した。今年度
から市の活性化プロジェクトが始まり、
研究授業に校外からも参加者があり、
貴重な意見も聞け、研修が深まった。
＊「わかりやすい授業」についての学校
評価：生徒96％、保護者85％

⑤家庭学習の意識づけにつながる「家
庭学習ワンポイントアドバイス」や「千中
メディア宣言」の発行。（R7.7）
＊「家庭学習の習慣化」についての学校
評価：生徒86％、保護者72％

B

○

○

○

○

学習規律の徹底

特別支援教育の視点を取り入れた授業
づくり

「めあて」と「まとめ」が届く授業づくり

改　善　策　等

①生徒会生活環境部や自治委員と連携し、
学習規律の向上が見られる。今後は、積極的
な発表を引き出すよう仕組んだり、ペア・グ
ループ学習で発表させたりするなどの授業改
善に取り組む。

②③④
校内研修において、授業改善につながる手
立てを行った。市・県・全国学力調査の結果
から、本校の課題を見出し、克服に向けて全
職員で足並みをそろえて取り組んでいく。

⑤「家庭学習ワンポイントアドバイス」や生徒
会保健体育部の「千中メディア宣言」を有効
活用していくとともに保護者にも学びの習慣
化を啓発していく。自主学習ノートの在り方を
検討する必要もある。

①定期的な教育相談や気になる生徒との面
談を継続し、急な対応についても、生徒指導
主事を中心とした相談体制を継続する。今後
は、担任以外の教師との面談も気楽にできる
ように改善していく。
②引き続き、定期的なアンケート調査を含め
て、生徒理解等に徹し、いじめ防止・いじめ見
逃しゼロに努める。
③現体制を継続し、配慮を要する生徒への共
通理解、共通実践を全職員で行う。また、ス
クールカウンセラーをはじめ、関係機関との
緊密な連携も継続する。
④次年度も特別支援委員会を隔週１回実施
し、配慮を要する生徒への支援を共有・実践
していく。また、スクールカウンセラーをはじ
め、関係機関との緊密な連携も継続する。
⑤引き続き、高いアンテナを張り、生徒の小さ
なサインを見落とさず、組織で関わるととも
に、保護者との計画的な連携を図る。

評価項目（努力事項） 達成度

・配慮を要する生徒の保護者及び
関係機関との計画的な連携

学
校
経
営
方
針

重
点
努
力
目
標

『求めて学び、鍛え、高め合う生徒の育成』

○男女の仲もよく、全体的に素直で明るい生徒たちである。係活動など、
任された仕事は責任を持って取り組むことができる。
○生徒会活動も活発で、朝のあいさつ運動やごみ拾い登校を積極的に
行っており、良き伝統となっている。

●学習面では、自分の考えをまとめ、表現することが苦手な生徒が多い。
間違いを恐れる生徒が多いためか、授業中の発表がやや消極的である。
●家庭での学習習慣に課題がある。自主学習ノートを出すだけで満足せ
ず、目的を持って課題に取り組めるように改善する必要がある。

★

○

指標
（見とる方法と判断の目安）

・1分前着席・黙想徹底100％の維
持
・生徒・職員の自己評価

・校内研修・授業研究３回以上
・生徒・保護者の学校評価

・校内研修・授業研究３回以上
・生徒・保護者の学校評価

★

○

△

組織的な不登校予防の取組

★

家庭学習の習慣化に向けた授業づくり

○法令、学習指導要領の趣旨、長崎県及び雲仙市の教育方針に則り、本校
生徒の実態・実情及び教育の今日的課題、保護者・地域・社会の要請を踏ま
えて、一人一人にしっかりと向き合い、社会の変化に主体的に対応できる知・
徳・体の調和のとれた人間性豊かな「生きる力」を身に付けた生徒を育成す
る。
○家庭・地域社会と連携し、学校が担う教育的役割を十分果たし、全職員が一
致協力して教育目標の具現化に努めるとともに、千々石中学校の教育振興を
図る。
１学力定着と学力向上対策
　⑴学習規律の徹底
　⑵特別支援教育の視点を取り入れた授業づくり
　⑶「めあて」と「まとめ」が届く授業づくり
　⑷ねらいに即した「書く活動」を取り入れた授業づくり
　⑸家庭学習の習慣化に向けた授業づくり
２安全・安心な学校づくり
　⑴いじめを許さない土壌づくりと早期発見・早期対応（見逃しゼロ）
　⑵子どもの心に寄り添う生徒理解と教育相談の充実
　⑶保護者・地域・関係機関との緊密な連携
　⑷特別支援教育の視点を生かした生徒支援
　⑸組織的な不登校予防の取組
３働きやすい職場づくり
　⑴業務分担のあたりまえを見直すための意識改革
　⑵支え合い、温かみのある教職員集団づくり（一人でさせない、一人で抱え込ませない）
　⑶C4th・ＩＣＴ機器を有効活用した業務改善
　⑷学校・ＰＴＡ等における行事や組織の一体的な見直し
　⑸心身の健康管理、健康の保持増進

★

★

★

★

保護者・地域・関係機関との緊密な連携

○

・毎日の個人日記の確認
・生活アンケートの実施と教育相
談

・生活アンケートの実施と教育相
談による未解決、見逃し事案ゼロ

ねらいに即した「書く活動」を取り入れた
授業づくり

○

○

いじめを許さない土壌づくりと早期発見・
早期対応（見逃しゼロ）

・校内研修・授業研究３回以上
・生徒・保護者の学校評価

・校内研修・授業研究３回以上
・生徒・保護者の学校評価

・毎学期の教育相談実施
・保護者・生徒学校評価肯定意見
80％以上

評価

○

成　果　又は　課　題

○

○

・月２回の校内特別支援委員会の
実施
・要支援生徒に対する職員の共通
理解100％
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の
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と
充
実

②

★

★
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★

★
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・
安
心
な
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づ
く
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進

★

①

②

④

子どもの心に寄り添う生徒理解と教育
相談の充実

業務分担のあたりまえを見直すための
意識改革

支え合い、温かみのある教職員集団づ
くり（一人でさせない、一人で抱え込ませ
ない）

⑤

特別支援教育の視点を生かした生徒支
援

②

①

③

・職員アンケート肯定意見80％以
上
・定時退校日の厳守100％

★

④

③

・職員アンケート肯定意見80％以
上

C4th・ＩＣＴ機器を有効活用した業務改善

学校・ＰＴＡ等における行事や組織の一
体的な見直し

心身の健康管理、健康の保持増進

★

⑤

・C4thによる業務効率化
・ICT機器の活用による授業改善

★

・安全衛生推進委員会の活性化
・年次休暇取得推進

・行事の見直し
・分掌等の役割分担明確化職員
アンケート肯定意見80％

令和７年度　学校評価（自己評価）報告書

雲仙市立千々石中学校

③

④

A

A
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◎


